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急傾斜で河内平野に面している花筒岩を主とする生駒山系は、四候畷市岡山

あたりから北北東に向きをかえている O この山系に沿って洪積層が北にのび、

香里丘段、枚方台地へとひろがっている O 本市東部L1J地にi原を発し寝屋川市と

の境を流れる讃良J11、本市中央部を西流する清滝川、この両河川の聞の丘陵は

!日石器時代にはじまり、縄文、古墳、歴史時代と長い歴史の足跡をとどめてい

る地域である O

岡山南遺跡はこの地域のJ君、ケ岡丘陵にあり、 JR片町線忍ケ丘駅より東約200

mの地点、から南へ約400mにひろがる地域である。この遺跡からは、旧石器時

代に属する木葉状尖頭器の出土があり、屋根に堅魚木をのせた家形埴輪をはじ

め貴重な古墳時代の遺物も発見されている。

今回の調査は、三回工業株式会社より委託を受け実施したもので、発掘調査

は昭和61年7月より全年9月までの間に行ったものである。調査の結果、この

遺跡からは、古墳時代の掘立柱遺構、平安時代の方形の板枠井戸、鎌倉時代の

掘立柱の遺構と共に、それぞれの時代に関連する遺物を検出した。その内特筆

されるものに、井戸内より発見された墨書土器をあげることができる O

調査に当っては、大阪府教育委員会をはじめ各位のご指導を得、また三田工

業株式会社のご協力を得て完了することができた O こ冶に深く感謝の意を表す

る次第である。

四篠畷市教育委員会

教育長楼井敬夫
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1.本書は、四候畷市教育委員会が昭和61年度に大阪市東区玉造1丁目2番28号

三国工業株式会社 代表取締役 三田順啓氏より委託を受けて実施した四

候畷市岡山東1丁目85番地、他7筆に所在する岡山南遺跡発掘調査百の概

要報告書である。

2.調査は、昭和制年7月14日に着手し、昭和61年9月10日まで発掘調査を行

い、昭和62年3月31日に昭和61年度調査事業を終了した O

3.発掘調査は、四候畷市立歴史民俗資料館技師、野島 稔を担当者とし、調

査補助員として吉田安宏、藤井大史、堀田英明があたった。

出土遺物の整理・実測などについては、野島、吉田、藤井、堀田、堤潤¥

大賀久美江、長瀬)1原子があたった。

4.本書の執筆は、野島 稔が行った。

5.発掘調査の進行、報告書作成などについては、大阪教育大学講師 e 瀬川芳

則、奈良国立文化財研究所・光谷拓実、大阪府教育委員会@堀江門也、玉

井功、寝屋川市教育委員会@塩山則之、財団法人枚方市文化財研究調査会、

蝦古文化研究保存会の諸機関、諸氏から替々のご教示をうけた。又、発掘

調査については三旧工業株式会社、 日建ハウジングシステム、中田興業の

ごi為力をうけることができ t::.o 明記して厚く感謝の意を表したい。
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岡山南遺跡(第g次調査)

第l章調査に至る経過

岡山南遺跡は、 JR忍ケ丘駅東約100mの府道枚方・富田林・泉佐野線を中心とする約400m

の範囲で、周知の遺跡として大阪府文化財分布地図に示されている。この地域は、忍ケ岡丘

陵と呼ばれる東西に舌状に張り出す丘陵であるため南北方向の範囲はほぼ正確に把握でき

ているが東西については東側は既成集落が建ち並ぶ地域であることから明らかでなかった。

まず最初に過去の7次にわたる調査成果を簡単に報告しておきたい。

昭和50年に府道新設バイパス工事現場をパトロール中にA地点から古墳時代中期の土器片

を採集したことによって発見された遺跡であり、文化財保護法に基づきすみやかに関係諸

機関に連絡を行い、再三の協議の結果、同年10月から日月にかけて遺跡の範囲及び遺構の

保存状態を正確に把握するために大阪府枚方土木事務所から依頼を受けて第 I次発掘調査

を実施した。その結果、府道建設予定地の全域の市道蔀屋清滝線と市道忍ケ丘駅前線の間

約400mの範囲に古墳時代から江戸時代に至る複合遺跡であることが確認された。

この第 l次発掘調査に基づき道路予定地内の全面発掘調査に切り替えて翌年3丹から 4

月にかけて第2次発掘調査としてB地点の調査を行った。

第2次発掘調査で得られた成果として、北河内で初めて古墳時代中期の住居跡が発見され

た。 住居跡の規模及び平面プランは、約8m内外と推定される竪穴住居跡で方形プランを

呈している O この住居跡は尾根の南端で道路予定地中央より西側の一画で検出したもので

道路西側の民有地まで広がる範囲であった。

竪穴住居跡の北側には掘立柱建物跡も検出している O 建物跡の中には1間X2間の倉庫跡

も検出したことは北河内地方における古墳時代中期~後期にかけての集落を考える上で重

要な資料を提供してくれた。

次にC地点の北側尾根を昭和田年7月から10月にかけて第3次発掘調査として実施した。

調査地は旧畑地として昭和50年頃まで開墾されていたため床土下部まで一部掘り下げられ

ていた。第盟層の褐色砂質土を除去・削平を行った後に近世の溜池状遺構と東西南北に交

叉する溝を検出した。検出された溝は東西に5条、南北に 5条をそれぞれ確認した。

溜池状遺構と溝とは切り合い関係はなく、溜池状遺構の東に検出した南北方向に走る溝は

調査地全域の約30mの長さを確認した。この溜池からこの東側の溝に水を供給する事によ

って全域の溝内に流れる仕組みになっている O

1-



溜池状遺構及び溝との検出面において鎌倉時代末頃の建物跡が検出している。この柱穴

(Pit)内には根石が置かれているものや、建物を放棄した段階で土師質小皿及び瓦器椀を埋

めていることカ苛産認されている O その他の出土遺物としては皇朝十二銭の乾元大宝(時8年)

の銅銭が4点出土したのをはじめ、瓦質羽釜、埼がそれぞれ出土した。瓦器編年からみて

13世紀頃のものであった。

これらの建物跡に混って土墳が1基検出している O 土壌の規模は長窪1.2m、短径l.Om、

深さ40cmの偏靖円形で、内から土師器饗、高杯、片口大鉢、須恵器杯等が出ており、又同

ヒ頃の井戸跡を調査地区南端で検出している O 直往1.5m、底部内径O.8m、深さ102mの円

形案掘り井戸であった。井戸内堆積の黄褐色砂質士層中から土師器、須恵器の破片が出て

おり、又、最下層から須恵器細頚壷l点が出土している。時期的にみてS世紀のものであっ

た。この井戸と切り合い関係がある大溝Aは調査地区南端に蛇行しながら検出した。

大溝A内上面において中世の日常雑器類が出土してわり、井戸との切り合い関係から井戸

築造以前に大溝Aが掘られたことは事実であったが、中世以外の土器は全く含まれていな

かったが、後にも説明するが、第6次調査区のF地点の発掘調査にわいて大溝A最下層か

ら縄文時代暁期の土器片が出土し、同一層から石銀、石錐がそれぞれ出土している O

大溝Aの北側に全長約50m、幅2-3.5m、深さ 1~1. 2m の U字状をしたj葬が調査地区中

央に逆S字形を呈して検出した。この溝を大溝Bと呼び¥溝内から古墳時代中期の家形埴

輪、円筒埴輪、朝顔形埴輪や土師器小形丸底土器、曹、長顕輩、手控ね土器等の土器に渡

り木製下駄、叩き板が出土している O

この大溝は古墳時代中期頃に掘られ後期にまで使用されていたことが出土した土器で明ら

かになったが、遺構の性格については今後とも研究する課題である。 i幕内水流系路は地形

及びj幕底高からみて東から蛇行しながら先端西側に流れていたものである。しかし土記に

のベた土器及び埴輪類は全くローリングを受けておらず¥又、小形丸底土器についてみる

と故意に土器を並べた状況で検出した O

;車内から円筒及び形象埴輪が数多く出土しているが墳墓とは全く考えられない O

その後第4次発掘調査地区としてD地点を調査した結果、大溝Bの北端に続く部分と第6

次発掘調査地区F地点の大溝B東端に続く部分をそれぞれ発掘調査しているがC地点で検

出した大溝Bと規模及び出土遺物は全く変わることはなかった。

第4次及び第6次の発掘調査の間に昭和田年2月から 4月にかけてE地点の全面発掘調査

を第5次として実施した。

その結果、大溝BはこのE地点には全く検出されておらず、検出した古墳時代中期の遺構

はすべて掘立柱建物跡のみであった。現在大溝Bより東側周辺は既成集落のため不明であ

るが大溝B周辺で検出した遺構からみて、西側一帯に住居跡を検出したことから住居と墓

地との区画とも考えられる。このことについては今回の調査地区や清滝共同墓地G地点か

-2-
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ら古墳時代中期の須恵、器・鉄万・鉄斧が一括で採集されている O 又、正法寺跡から 2基の

古墳が正法寺造営によって破壊されたことが発掘調査によって確認されている O

第7次発掘調査地区としてH地点、を、忍ケ丘ゴルフセンターの駐車場に忍ケ丘ハイツ建

設が計画されたことに伴い発掘調査を実施した。

その結果、落ち込み;閃童構、掘立柱建物跡、大溝を検出した。落ち込み状遺構内からの

出土遺物としては、龍泉窯系青磁碗、須恵器練鉢、平瓦とともに瀬戸焼水滴が出土した。

水滴は口径2.2cm、器高3.3cmの小査に肩部に注口部を付けたもので¥同形式のものが高槻

市岡本山台墓から出土している O

掘立柱建物跡内から須恵器、土師器、瓦器舗が出土した。すなわち、時期的にも13世紀代

に比定され、それに次いで落ち込み状遺構の14世紀にも集落があったと考えられる O

最後に大溝内からは珂身、河蓋、有蓋高原、警とともに滑石製勾玉、砥石、円筒埴輪、錨

が出土している。時期的には6世紀代のものである O

今回の第 8 次調査は昭和51年 3 月 4 月にかけて実施した B地点、の西1~UlÍ.陵突端部に三田

B地点の続きに伴う古墳時代集落跡が推定される地工業株式会社四健闘毘寮計画がなされ、

域である O

-5-
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第2章 遺跡の位置と歴史的環境

岡山南遺跡は大阪府四候畷市大字岡山に所在する。四候畷市は大阪府の北東部に位置し、

奈良県との県境になる。南北に通ヒる東高野街道沿いには、中世の掘立柱建物跡・井戸等

の遺構が存在し、陸路交通の要地であり、中世村落として栄えていた。このような地理的

に重要な位置を占めていたことは、原始・古代にわいても同様、文化的先進地域の様相を

呈し、多くの遺跡の存在が知られている O

当遺跡は生駒山系の西側斜面から派生する洪積層の海抜25~30m の忍ケ岡丘陵の地形を

利用して立地している。東の生駒山系から流れる水は讃良111.清滝川1.権現)11となり、い

ずれも丘陵を横切りつつ東西に谷地形を形成している O

今回の調査地は忍ケ岡丘陵のほぼ上位に発見された。

生駒山系の西側斜面の枚方台地は、北は八幡丘陵から南は南野丘陵までの淀川左岸にひ

ろがる広大な丘陵、段丘があり、この枚方台地は大きく北から枚方市船橋川@穂谷川・交

野市天野)11・寝屋川市寝屋川・四篠田室市讃良)11.清滝川|という中小河川によって聞かれて

いる O この枚方台地には原始・古代の幾多の遺跡の存在が知られている。

最近になって!日石器時代の遺物を発掘調査によって明らかになってきた。枚方台地の旧

石器時代遺跡としては、現在のところ20遺跡が知られてわり、特に国府期のナイフ形石器@

右舌尖頭器が出土している枚方市楠葉東遺跡、ナイフ形石器・小型舟底形石器・石核が出

土した津田三ツ油遺跡、細石器@石核が出土 eした藤販宮山遺跡、国府型ナイフ形石器・石

核が出土した交野市神宮寺遺跡、ナイフ形石器・細石器@削器・彫器・磯器等を出土した

四候畷市更良岡山遺跡、木葉状尖頭器が出土した岡山南遺跡、有舌尖頭器を出土した南山

下遺跡が知られでいる。 他に表面採集された寝屋川市打七四懐畷市忍岡古墳附近にわい

てもナイフ形石器が採集されており、!日石器文化研究上枚方台地はきわめて重要な位置を

しめている O

縄文時代には米粒文、山形文を施した押型文土器を特徴とする土器が出土する交野市神

宮寺遺跡、四候畷市田原遺跡、東大阪市神並遺跡に£いて近畿地方で最古の土器が出土し

ている O 又、枚方市穂谷遺跡、大東市寺川堂山にも早期の土器が発見されている。

前期には石器のみ採集された津田三ツ池遺跡が知られる。

中期には渦巻文や半裁竹管文をもっ船元式土器を出土する四候畷市南山下遺跡@砂遺跡、

交野市星田旭遺跡があり、後期・晩期にはほぼ完形の高杯形土器・深鉢形土器・在日土器・

土製勾玉。土f高等多量の土器・石器が出土する四傍聴市更良岡山遺跡、岡山南遺跡ぺ青滝

古墳群においても石鉄、深鉢形土器が出土する O

枚方市交北城ノ山遺跡にわいて滋賀里式系の深鉢形土器を転用した埋饗遺構が発見され

ている。
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第2園 i可山高遺跡閣辺遺跡分布国 S=lj25，000 

1.打上遺跡 10. 千畳敷遺跡 19. 城遺跡

2. 石宝殿古墳 11.坪井遺跡 20. 龍尾寺跡

3.小路遺跡 12. 忍ケ丘駅前遺跡 21.墓の堂古墳

4. 砂遺跡 13. 南山下遺跡、 22. 南野米崎遺跡

5. 更良岡山遺跡 14. 奈良井遺跡 23. 和田賢秀の墓

6. 四候畷砂山鍋鉾 15. 中野遺跡 24.雁屋遺跡

7. 北口遺跡 16. 清滝古墳群 25. 楠正行墓

8. 忍悶吉墳 17.正法寺跡 26. 岡山南遺跡

9. 奈良回遺跡 18. 四候畷小学校内遺跡

弥生時代については四候畷市雁屋遺跡から畿内第I様式中段階の高さ70cmの犬査が出土

しており、古代河内湾の時代で最北端で発見され、北河内で最初の遺跡として知られている。

また四健畷市田原遺跡において前期末の壷が出土している。

中期初頭の畿内第E様式の時期に出現する高地性集落の寝屋川市太秦遺跡や第H掠式~

第百様式に認められる直径11.5cmの巨大な竪穴式住居跡をもっ田ノ口山遺跡、交北域の山
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遺跡で第E様式から始まる方形周溝墓42基@竪穴式住居跡8棟・土壌・高床式建物跡が検

出された場所は穂谷川水系沿いに立地している。

四候畷市H長屋遺跡から第亜様式から第百様式にかけての方形周溝墓4基から21基の木棺

墓、 I基の土器棺が検出した。木棺墓にはコウヤマキ・ヒノキ・カヤの3種の棺材を使用

されている。コウヤマキ材の木棺は厚さ13cmで、当時の埋葬時の状態で検出され、木棺墓

研究に重要な資料を提供してくれた。

後期の第V様式になると枚方市・交野市@寝屋川市の淀川左岸地域にわいては数多く点

在する。代表的なものとしては、小型{方製鏡や分銅形土製品が出土した鷹塚山遺跡、六角

形の竪穴式住居跡が発見された山之上天堂遺跡、鹿の絵の線刻した土器が出土した藤田山

遺跡、住居と墓地をV字溝によって分離した星ケ丘西遺跡、一棟の竪穴式住居跡から鉄鍛

を含む53個の鉄器片が出土した星ケ丘遺跡等があげられる。

古墳時代について見ると、眼下に淀川を見下ろす水運との関係が考えられる万年寺山古

墳から 8面の銅鏡が出土している。又、直径25mの円墳と考えられ厨文帯環状乳神獣鏡1

商@銅鍛8本@鍛形石製品 2f園地を出土した藤田山古墳、粘土構内から悪玉製勾玉@ガラ

ス製小玉@碧玉製管玉@鉄剣@刀子を出土した交野市妙見山古墳、全長約80mの前方後円

墳で後円部に長さ約6.3m、幅約1mの竪穴式石室を今なわ見ることのできる忍岡古墳があ

るO

交野市の森古墳群から前方後円墳と円墳を含む8基の前期古墳群が確認されており、眼

下に巴形銅器@筒形銅器を出土した交野車塚古墳、中期になると枚方市禁野車塚古墳、牧

野事塚古墳、四候畷市墓の堂古墳がある O 後期になると生駒山系西麓に数多く分布しており、

特に大東市堂山古墳群。間保畷市清滝古墳群@更良岡山古墳群@交野市寺古墳群・倉治古

墳群@枚方市中宮古墳群・臼維域・比丘尼塚@北河内最大の横穴式石室をもっ寝屋)11

屋古墳、終末期には国史跡指定されている石ノ宝殿古墳がよく知られている。

古墳時代の集落跡の発見は、田保畷市が大半を占めている。四候畷市岡山南遺跡の大溝

内から切妻造りの家形埴輪に5個の堅魚木をつけたものや、円筒埴輪@蓋形埴輪・動物形埴

輪とともに木製下駄も出土している。中野遺跡においては5世紀後半の製塩土器や最古形

式の須恵器とともに勾玉@白玉@紡錘車・木製剣が多量の土器とともに出土している O 隣

接地の奈良井遺跡には実際に製塩作業を行った石敷製塩炉及びl辺約40mの方形周溝遺構

の祭最E場が検出し、周j幕内から多量の土器とともに手控ね土器@人形土製品・動物形土製

品・滑石製品がそれぞれ一括で出土している。又、同サ喜内から小型の蒙古系馬が埋葬さ

れていた O 古代から中世にかけての遺跡は各市にわいて数多く知られている。
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3章調査概要報告

今回の調査地点は、四篠畷市岡山東I丁目85番地で¥生駒山系の西側斜面から派生する

忍ヶ岡丘陵の南側尾根部先端に位置する。

調査は、昭和61年5月間日に三田工業株式会社四候畷寮建設予定地内に幅2m、長さ13

mと、幅2m、長さ 5mのトレンチ(試掘穴) 2ヶ所を設定して遺構の有無及び保存状態

と基本的な層序の確認を行った O

試掘調査の結果、社宅建設予定地内に旧表土面が三段からなる尾根であり、全域に遺構

及び遺物が検出した。

区画設定は、昭和田年7月に実施した府道枚方、富田林、泉佐野線パノfパス建設工事に

伴う岡山南遺跡第3次調査において設定した道路幅員(東西15m)の中心線に前調査次と

同じFラインを設定し、西ヘEライン、 Dライン、 Cラインと10m区画で東西に横軸を基

本設定した O 縦軸については、調査地区北端の市道忍ヶ丘駅前線の中心地点を算用数字の

004と基本設定をし、南ヘ10m毎に005，006、007……019・020をあてて南北区画を設定し

た。それ故1!Rrn百」は100m'の面積を有する O

調査地の東壁断面の基本層序は、第I層(盛土)、第H層IB表土、第臨層黄褐色粘質土、

第百層?炎褐色砂質土となる。各層は東から西ヘ少し傾斜しているが、遺構のベース面の第

においては全く傾余ヰ面をもたないフラットな面を車会出している O

第1)吉 盛土、昭和50年代に!日土地所有者によって残土を東側に隣接する府道の高さまで

盛土されていた。東側で約O固8m、西側で約2.2mの盛土である。

第H層 !日表士、昭和50年頃には荒地となっており雑草が茂っていた。厚さ約20~25cmで、

全域lこ認められる。

第臨層 黄褐色粘質土。厚さ約20~25cmで、全域に認められる。

第四層 厚さ約20~30cmの淡褐色砂質土で、東側半分だけに検出した層位で、この層位下

が遺構ベース面であり、西側半分の遺構ベース面は第亜層の黄褐色粘質土下、す

なわち、黄褐色磯混り粘質土層からなっている O

今回の調査において検出された主たる遺構は、井戸(SE -01)、溝、土墳、掘立柱建物跡

等である O

(S E 

E l基を検出した。二段掘りの掘形をもってむり、地表面は、 l辺の
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長さ167X142cmのほぼ方形を呈する平面で深さ260cmに一旦掘り下げたあと、さらに直径

105cm、底往68cm、深さ90cmに掘り下げ曲物の井筒を置いている。

最下層に約15cm内外の花開岩を置き、その上に 3段の曲物(桧材)の井筒を置いている。

曲物の計測値は以下の通りである O 上段は、直径67cm、高さ40cm、中段は、直径63cm、高

さ14cm、下段は、直径60cm、高さ30cmで、 3段の曲物が片寄らないように曲物内部2面に

板材(桧材)を補っている。

この上段の曲物横に円形の花崩岩を四隅に置き、その上段に横板(桧材)として、長さ105

cm、幅26cm、厚さ 3cmの板材を左右対角線に突出させ、交互に置く手法で3段においてい

るO セイ口組の上段には隅柱等を支えるための筒受け(桧材)を掘形の外側まで差し込み

その上部に筒台(二葉松)を方形に組合せて隅柱(栂材)を四隅に立て、隅柱に柄孔をあ

けて横桟(栂材)を3段差し込んでいる O 隅柱は長さ140cm、幅12cmの角@丸柱を使用し、

横桟は縦板に接する例を・方だけ削り両端を隅柱の柄孔に合わせ先端を加工している O 最

後に横桟の外側に縦板が打ち込み式に加工されている O 縦板(桧材)は長さ約124cm、JTiii:最

大で、30cm、最小で、14cm、下部の両側二方を切り取り二方から削り打ち込みやすく工夫して

いる O 縦板の下部には方形の孔を穿つ。この方形孔は湧水集積のためのものである。

S E -01の構造は以上の通りであるが山本博、井戸の研究一考古学から見たーによると、こ

の井筒の形式名は「隅柱@縦板・横桟 eセイ口組@曲物井箔」と呼ぶことができる非常に

立派な構造をもっ:井戸で、ある O

井戸の計測{読をもう少し補足すると、 167X 142cmの方形の掘形で、隅柱問はllOX115cm、縦

板の内法は100X1l5cmの方形セイ口組、内法は70X80cmの方形で、曲物の内法は52X60cm

の円形である。井戸内からの出土遺物(第5!Zl . 6図)は、黒色土器A類椀18点、 B類椀

1点、 A類鉢l点、緑粕陶器血l点、土師質大血l点、中皿l

l点、石庖丁1点、木製釣瓶l点が出土した。

小皿19点、須恵器高杯

黒色土器A類には第4章出土遺物及び第6章掲載遺物観察表で詳述するが、 A類椀3点の

底部外面に「高田宅}-福万(方)宅」と墨書された土器3点が含まれている。緑納陶器も保

存状態や焼成も良好である。土師質小皿は口縁部が「て」の字を呈するもので¥須恵器高

杯及び石f包丁以外は10世紀中頃の一括資料である。今回の調査区域内及びその周辺におい

て石庖丁とその並行日寺期である弥生時代の遺物は現在のところ発見されていない。しかし

石庖丁出土によって岡山南遺跡もしくはその周辺にわいて弥生集落が出現していたことを

証明するものである。

(S D) 

E -01告と E-020地区内でSE -01と切り合って南北方向に溝3条を検出した O

S D -01の規模は、幅70cm、長さ14m、深さ27cmのU字状を呈する溝で溝底の比高差から南

側へのjt路である o J-幕内からの出土遺物は磁器が出土している。
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S D-02の規模は、幅60cm、長さ9.6m、SD-03は幅60cm、長さ9mで3条の溝は平行して

いる。流路ならびに出土遺物はSD-01同様である。

D守019からD-020にかけて南北方向に溝5条を検出した。 SD-04の規模は幅20cm、長さ

7.4m、深さ10cm、SD-05は幅18cm、長さ3.8m、深さ 6cmでSD-01同様南側への流路で

ある。

C司020からD-020の地区中央部において2条の平行溝を検出した。 SD-07と08で講内か

ら全く出土遺物はなかった。

C-018内でSD-09とSD-10を検出した。 SD-09は南北方向に検出した大溝で、幅1.45

m、長さ 8m、深さ11αn、SD-09と切り合ってSD-10を東西方向に検出した。幅1.03m、

長さ3.7m、深さ13cmのU字状を呈する。 SD-10から土師質皿、瓦器椀が出土した。

土墳 (SK) 

D-020地区から SK-68を検出した。 SD-04とSD-05との中間に検出したもので、その

規模は長径1.4m、短径1.3m、深さ36cmであった。 SK-68内から土師質小皿(第7図-48)

(図版17-48) と瓦器椀(第7図ー52)(図版17-52)が出土したが、瓦器椀編年からみて

S K-68は13世紀末-14世紀初頭の遺構である。

PitNo.17は20X20cmの円形を呈する。 Pit内から緑軸陶磁器(第7図-51)の底部が出土し

た。

PitNo.143は140X120cmの隅丸方形を呈する。 Pit内から土師器壷(第7図-57)が置かれ

た状態で出土した。

PitNo.150は30X50cmの円形を呈する。 Pit内から須恵器眼(第7図-53)(図版17-53)

が置かれた状態で出土した。ごの服は初期須恵器で、大東市堂山古墳群第1主体部出土の

須恵器壷と器形、胎士、焼成がよく似ている o 5世紀中頃のPitである。

PitNo.156は160X100cmの長方形を呈する。 Pit内から韓式系土器2点(第7図-55・56)

(図版17-56)が出土した。

PitNo.183は50X60cmの円形を呈する o Pit内から土師器饗(第7図-54)(図版17-54)

が完形品で出土した。

掘立柱建物跡 (SB) 

SB-01 

C-019のすぐ西側にSB-01を検出した。桁行4間 (6.9m)梁行2間 (4.2m)の南北棟

の建物で主軸の方向はN-26~E である。

個々の柱掘形は、径50-80cmの楕円形もしくは隅丸方形のもので、 PitNo.176のように底に

20cm程度の花開岩を据えたもの。現在の深さ約36cm程度のものがほとんどである。

S B-01の個々のPit内から古墳時代の遺物のみ出土しており、この時期の建物である O

SBー 02
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S B -01の北側に桁行1問、 (2.6m)梁行1間(1.5m )の東西棟の建物で、主軸の方向は

N-6F-Wである O

個々の柱掘形は径60~80cmの隅丸方形のもので\現在の深さ 17cm程度のものがほとんどで

ある。

SB-03 

D-019地区内に検出した桁行3間 (6.7m)梁行3間 (6.2m)のほぼ正方形の建物で主

軸の方向はN-29~E である O

個々の柱掘形は径30~45cmの円形もしくは階円形のもので\PitNo.l4 と PitNo.75 に花崩岩を

据えたものがある。現在の深さ約18cmのものがほとんどである O

w
h
d
 



第4章出土遺物

概観

古墳時代の掘立柱建物跡。落ち込み状遺構、平安時代の掘立柱建物跡。井戸、鎌倉時代

から室町時代の掘立柱建物跡。溝等の遺構に伴って出土した遺物は、土器、木製品、石器

からなる O

土器は、掘立柱建物跡内から須恵器、土師器が出土しているが、大半の土器は井戸内から

のもので、その土器の内訳は実測可能な遺物として、黒色土器20点、うち3点は底部外面

に墨書のある土器、土師質大皿l点、中皿1点、小皿19点、緑軸陶器1点、須恵器高杯1

点、石庖丁I点、木製釣瓶1点が投入された状況で出土した。高杯、石庖丁以外の黒色土

器、土師質血は土器編年からみて比較的短期間の時期を示したものであるO

A. 井戸 (SE-OI)内出土遺物(第5・6図。図版12-16018-19) 

SE …01内からの出土遺物としては、上記に述べたように黒色土器(第5図-1-11。第

6 図-12~20。図版12-15) 、土師質皿(第 6 図-22-42図版15-16)、緑軸陶器(第 6 図-

21。図版16)、高杯(第6図-440図版16)、石庖了(第6図-45。図版16)、木製釣瓶(第

6図-43。図版18-19)が出土している。

黒色土器椀(第5図-1~110 第 6 図-12~20) (図版12-15)

内面のみ漆黒色を呈するA類と、両面とも漆黒色のB類に分けられる。橋本久和氏が畿

内の黒色土器(1 )中近世土器の基礎研究Eで黒色土器編年表(試案)で指摘されている

II a期の平安京跡左兵衛府SD1出土例を指標にし、 IIb期は平安京跡右京二条二坊SX

1と内膳町跡SK19を指標とする黒色土器のセット関係から、今回岡山南遺跡から出土し

たSE-01内からの黒色土器一括資料の中にB類が1点出土している以外はすべてA類であ

るo B類の出土状況はSE-01堆積上層からの出土遺物で、編年表からみて、 IIa-IIb期

古段階の良好な資料である。

岡山南遺跡SE -01内一括資料の黒色土器の椀は3型式ある。

A は口径14.3~15.2cm、器高5.1-5.5cm、器高指数34-37で底部は平底で断面三角形の

高台を付し、口縁部内面に 1条の沈線を巡らしている O 底内部には一定方向のヘラミガキ

と、体部内面は細かいへラミガキがそれぞれ施されている。内面のみ黒色化する特徴をも

つもの(第5図-1-9) 

Bは口径16.2-17.2cm、器高4.9-5.7cm、器高指数30-33で底部は丸味をもっ下げ底で

断面三角形もしくは台形の高台を付す。口縁部内面に沈線を巡らさない。底内部はナデ調

整のみ行なわれ、内面は組いヘラミガキが施されている。体部内外面は、指オサエで仕上

げられているもので、器形が歪むものが多い。内面のみ黒色化する特徴をもつもの。(第5

図一10。第6図-14、17)
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C は口筏12.8~13.9cm、器高5.4~5.5cm、器高指数39~42cmでト底部は丸味をもつものと

平底をもつものが含まれる。体部内面のヘラミガキが水平に施されず¥不定方向のヘラミ

ガキを施すもの、内外面ともに黒色イとするものが出現する特徴をもつものo(第6図 12、20)

以上の3型式がある。ここでいう A.B型式は黒色土器A類の範曜に入札 C型式は黒色

土器B類に入るものである O もう少し簡単に説明すると、

A は、器高指数34~37で底部平底、日縁部内面に沈線を施し、内面は粗かい水平のヘラ

ミガキを施こし、内面のみ黒色化するもの O

B は、器高指数30~33で底部丸底、口縁部内面に沈線を施さない。内面は精い水平のヘ

ラミガキを施こし、内外面を指オサエで整形している。

C は、器高指数39~42で内面のヘラミガキを不定方向に施こし、内外面とも黒色化する

ものに分けられ、 SE-Olの黒色土器はA型式が75%、B型式が15%、C型式が10%となる O

以上のように SE -01内からは、 A型式が最も多しこの中には底部外面に「高田宅J(2点)、

「福万(方)宅J(1点)と墨書された合計3点の黒色土器が含まれている O

(第5図-11)(図版12-11)

.2cm、器高14.8cm、高台径10.5c臥器高指数70で¥底部は丸底を呈し、高台は外

下方に開く断面台形の貼り付け高台。

体部は下方から内考気味に外上方に立上る。ほぽ丸形を呈する器形でf本部中位上面に最大

をもっO 口縁部は「く」の字形に外反するもので、指によるヨコナデ整形をしている O

体部内外面も同ピく指によるナデを施こし、特に外面には時計出りに指オサエの跡が明瞭

に石宣言忍される O

内外面のヘラミガキは、内面底部は一定方向に、体部内面は水平方向にていねいに施して

いる。体部外面は右 Fりの方向に粗く施されている O

色調も底部周辺は暗褐色であるのに、体部は淡褐色を呈し、口縁部外面及び内面は黒色を

それぞれ呈している。

(第6図 21)(図版16-21)

S E -01内から緑軸陶器皿l点が出土した O 底部は平底て¥(1(1'垂直に下る断面台形の貼

り付け高台。胎土は淡褐色系で硬質。紬は緑褐色。整形は比較的丁寧で、ロクロナデで仕

上げているが、成形時の痕跡を残す。外底面に糸切り跡、を残す。内面に重ね焼きの痕跡を

残す。

(第6r司 22~42) (凶版15-24~39。図版16-41)

S E -01内から実測図可能な土師質皿は大皿上中皿l、小皿19の合計21点が出土した O

大皿、中皿、小皿は同型式の中での相対的大きさの別により、大皿、中皿、小皿と呼称す

ることにした。以下大略を示すが、詳細は第6章掲載遺物観察表に記述する O

大皿(第6図-22)は口径20cm、器高4.2cmで、レンズ状の体部をもち、体部下半はユピオサ
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工、上半はヨゴナデを施す。口縁部は外反させ端部を内側に把厚させ、色調は淡褐色である。

中皿(第6図-42)は口筏14.5cm、器高2cmで、口縁部を外反させ端部を内側に把厚させる

「て」の字状口縁で、色調は赤褐色である。

小皿(第6図 23~41) (図版15-24~39 ・図版16-41) は口径1O~12cm、器高1. 2~ 1. 8cm、

器高指数13~16で口縁部を外反させ、端部を内側に把厚させる「て」の字状口縁で規格性

に富み、色調も褐色系が多く中には赤褐色を呈するものもある O 内底面を一定方向にナデ、

口縁部内・外面をヨゴナデし、外底面を指オサエ後ナデをそれぞれ施している。

中には、レンズ状の体部をもっ、器高指数が1O~12のもの(第 6 図-38、 40) が含まれる

が手法の持徴については同じである O

木製釣瓶(第6図 43) (図版18~19)

口径18.5cm、器高16.0cm、最大在1宮.9cmで、クスノキ材の丸木を鋸で両端輪切りにし、

内面を剖り抜いて鉢状にしている。口縁部下約2cmのところに1.4X1.2cmと1.2 X 1. 4cmの

方形孔を 2個対にして穿っている。方形孔には、紐擦れ痕が認められる。

整形は、表面は極めて平滑で、、幅1cm前後のノミ状工具を使用し、内面は幅3cm前後の同

じくノミ状工具で削っている O 特に内面については、上部は横方向、中程から底にかけて

は縦方向の削りが認められる O

須恵器高杯(第6図-44)(図版16-44)

高杯の脚部のみ出土した。脚底往8.9cm、脚部高4.5cmの短脚で、脚部は下外方に下り、

脚部と裾部の境がなく裾部で少し横にのび、端部は丸くおさめる。マキアゲ、ミズピキ成

形で、杯部は欠損しているが脚部との貼り付けが認められる。胎土は密で白色砂を含む。

焼成は良好。堅織。色調は灰色を呈している O

石蕗丁(第6図-45)(図版16-45A・B)

全体の去程度を欠いている O 現存長さ8.号cm、幅3.7cm、厚さ0.9cmで、刃部及び背部が琴

曲する内考刃半月形態のタイプである。身幅の狭いもので、刃部には左右方向の研磨痕が

あり、刃先には刃潰れ痕が認められる。 A面両孔に紐擦れ痕が認められる O 材質は緑泥片

岩である。

B. 遺物包含層.SK . Pit内出土遺物(第7凶@凶版17)

瓦器illl(第 7 図-46~47) (図版17-46~47)

瓦器皿2点がE-01事地区遺物包含層淡褐色砂質土層内から出土した。口径9.1cmと8.8cm、

器高はともに1.7cmの底部がやや丸昧をもち、体部は内毒気味 り、口縁で、外反気味の

端部を丸くおさめたもので、内面にはジグザグ(鋸歯状)の暗文カf施されている O

土師賓小illl(第 7 図48~50) (図版17-48~50)

(48)の土師質小皿は、口径8.1cI目、器高l.lcmで、平底気味の底部から、内奇気味に外上方

に立上り端部を丸くおさめたもので、口縁部を内側に折り曲げヨゴナデを施している O 胎
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土は良。焼成も良。後述する瓦器椀とともにSK68土境内から出土。

(49) と (50) の土師質小皿は、 口径8.3cm、器高1.1と1.4cmで、やや上げ底気味の底部か

ら、内写気味に外上方に立上り、 口縁端部を丸くわさめたもので、 口縁部を内側に折り曲

げヨコナデを施している O 内底面はナデを施している。 ともにE-019包含層淡褐色砂質土

層内から出土。

鰻軸開器(第7図-51)

PitNo.l7内から緑軸皿底部が出土している。底部は平底で¥ほぼ垂直に下る断面台形の貼

り付け高台で¥胎土は褐色系で軟質、軸は濃緑色。整形は精良でロクロナデを施している。

内面に重ね焼きの痕跡を残している。
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瓦器椀(第7図-52)(図版17-52)

土墳No.68(S K68)から (48)の土師質小皿と共伴した瓦器椀である。口径13.1cm、器

高4.6cm、高台径4.1個、器高指数35を測る。底部は平底で内傾する断面が三角形の高台を

付す。底部から内考気味に体部がのび、口縁部はやや外反しながら立上り、端部は丸くお

さめる。口縁部外面は外反部をヨコナデし、太自の暗文が口縁部から体部中程まで施され

ている。内面は見込みの暗文は螺旋状のもので、側面は間隔の若干あくレコード圏線状に

暗文が施されている。色調は内外面とも灰色で一部黒灰色を呈するところもある。器壁は

薄いが、胎土は灰白色でやや粗きが認められる O 口縁端部内面に1条の沈線を施している

が、き回転は消えている。

須恵器醸(第7図-53)(図版17-53)

口径7.2cm、器高10.9cm、器部径4.2cm、胴部径11.2cmを測る。口縁部は外反して外上方

にのび、頚部の上からまときのところに鋭い凸線を2条配し、その聞に6本1条の櫛描波

状文からなる文様帯を有している。体部中位に最大径を有する球形をなし、頚部と同様に

鋭い凸線を2条配し、その関に5本l条の櫛描波状文を施し、体部2条の凸線の聞に1.1X

1.1cmの円孔を穿っている。手法の特徴はマキアゲ、ミズピキ成形、底部外面回転へラ削り

他は回転ナデ調整である。胎土は密、焼成良好・堅織。色調は暗灰色。

土師器聾(第7図-54)(図版17-54)

口径11.8cm、器高11.5cm、胴径12.2cmを測るO 口縁部は基部でゆるやかに外寄し外上方

に立上る O 口縁端部は丸くおさめる。体部中位に最大径をもっ球形の丸底を呈する。

内・外面の刷毛日整形は表面磨減で不明であるが、胴部の黒斑がある場所に刷毛目の一部

が認められる。胎土は多量の白色砂を含み、焼成はやや良。色調は赤褐色を呈する。

韓式系土器平底鉢(第 7 図-55~56) (図版17-56)

軟質のもの2点がPitNo.156から出土している o (55)は口径8.6cm、器高7.2cm、胴径9.1佃

の小形平底鉢と、 (56)は口径13.6cm、器高12.0cm、胴径13.8cmで、ともに口縁部は基部で

外反する「く」の字形口縁をもち、口縁端部にいたる。底部は平底で、胴部はやや張る深

鉢で器高に比べ口径が大きいタイプである。口縁部内、外面ともにナデ調整を施している。

(56)は体部外面に平行タタキが施されているが、 (55)は表面磨減で不明である。隣接して

いる四候畷市中野遺跡周辺の遺跡からの平底鉢は格子日叩き目及び縄薦文が数多く出土し

ている。

土師器軍(第7図-57)

現存高12.6cm、胴径15.3cmを測る。頭部から口縁部にかけて欠損して不明であるが、器

高約20cm前後の長頚壷と考えられる。最大径を胴部中位にもつ球形の丸底を呈する O 胴部

外面に不定方向の刷毛目調整、内面はナデ調整がそれぞれ施されている。

胎土は良好、焼成はやや良、色調は赤褐色を呈している。 PitNo.143から出土した。

。L9u
 



C その他の出土遺物

中覇製櫨器

出土。)

白磁碗、破片であるが合計8点出土した。その内訳は口縁部4点、体部3点、底部1点

である。口縁部及び底部の形式からみて、 2種類で、玉縁口縁をもっlV類3点と口縁部が

外反し底部は細く高いV類1点に属するものが出土している。

自本製鶴器

備前の警の破片と天白茶碗、唐津系の皿、瀬戸焼、常滑焼が出土した。
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第5章 まとめ

今回の調査面積約765m'の中で発見された遺構l土、古墳時代中期の掘立柱建物跡、平安時

代の掘立柱建物跡、方形板枠井戸、鎌倉時代から室町時代にかけての大溝、土壌状遺構、

掘立柱建物跡、溝、江戸時代の溝状遺構が確認された。各遺構の大半から時代決定が行え

る土器、木製品が出土した。

調査で得た史料と遺物をすべて完全に報告するには、周辺の遺構@遺物との相互関係と

合わせて、今後調査報告書を刊行していきたい。 従って以下、今回の調査区で検出した遺

構、遺物にわいて、同一丘陵上に所在する岡山南遺跡、忍、ヶ丘駅前遺跡、南山下遺跡の過

去の調査をふまえて少し補足してまとめとしたい。

第一に今回の調査地点から出土した古墳時代掘立柱建物跡と出土した初期須恵器及び土

師器についである。

調査区の東に接する府道建設に伴う調査(岡山南遺跡)で古墳時代中期の掘立柱建物跡、

竪穴住居跡、大溝等を検出したが、特に大溝から出土した土師器は、岡山南遺跡第3次@

第4次@第6次の発掘調査で検出した延長約50m、幅約2~3.5m 、深さ約 1 ~1. 2m のU

字状を呈した逆S字形の大溝B遺構と呼ばれる遺構内から形象埴輪(家形埴輪・衣蓋形埴

輪)と伴出した土師器(饗及び長頚壷)と同型式のものが含まれていることから古墳時代

集落範囲が南方に拡大することが確認された O

第2に平安時代についてである。特に方形板枠井戸内から黒色土器20点、土師血21点、

緑軸皿l点、高杯1点、石庖丁I点、釣瓶1，点が出土したが、黒色土器A類椀は IIa~II

b古段階の良好な資料の一括資料であり、高槻市郡家今城遺跡井戸5出土の黒色土器、 A

類椀形式と同じで、ある。うち l点が内・外面とも黒色のB類椀が含まれている。 A類椀の

底部外面に「高田宅(ヤケ)J 2点、「福万(方)宅(ヤケ)J 点の墨書土器が井戸最下層から

見つかっている。このことは、井戸祭杷に伴い投入されたもので¥同様の例が、南約140m

の岡山南遺跡第5次調査において方形板枠井戸内から土師器三妻、把手付鍋、杯とともに「田

内急」と墨書された黒色土器A類杯B2点と土師器杯AC手法と共伴して出土したが、こ

の 2 点の黒色土器は編年からみて I~IIa 段階の高槻市郡家今城遺跡井戸 8 出土の資料と

向形成である。今回の調査地井戸に先行する井戸であることは確実で、ある。第5次調査地

の西側に隣接する忍ヶ丘駅前遺跡第8次調査区において黒色土器B類のみが出土する遺構

も検出されており、平安京・左京内膳町SK 18出土のB類椀と!五]形式である。これらの

黒色土器出土範囲は約200m内外に確認されており、これらの土器は、 A類杯B、A類椀、

B類椀へと続くもので土器編年からみて、 10世紀初頭から11世紀にかけて集落が営なまれ

ていたことを示している O 次に土師質皿においても同様に規格化された「て」の字形口縁

が黒色土器出土範囲に確認されている。
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第3に鎌倉時代末から室町時代にかけての瓦器椀についてである。今回の調査区の土壊

(S K-68)内から瓦器椀、土師質小皿が共伴して出土している。

この瓦器椀は、底部が平底で内傾する断面三角形の貼付け高台を有し、底部から内毒気味

に立上る器形で口縁端部内面に一条の沈線を施しているもので、外面 ， ~)z日の時文・内面

見込みに螺旋状の暗文、側面には間隔の若干あく暗文がそれぞれ施されているが、 i両山市

遺跡、忍ヶ丘駅前遺跡及び南山下遺跡から出土する瓦器椀からみると、南山下遺跡からの出

土品が瓦器椀の初現形態を示す第I期のものと考えられる O 断面台形で安定感のある器壁

の厚い高台付きの口径15cm、器高6cm、器高指数40を測るもので見込みには格子目、内外

面に幅2~3mmの太い暗文がていねいに施されている。

第E期から第盟期にかけての瓦器椀は四燥畷市内出土品の約70%にあたるが、出土した瓦

器椀は明らかに規格化されたもので、器形、形態、法量がほぼまとまりを示すものである〈

高台の断面が三角形の貼付けで安定しており、器高指数も38で、内・外面の暗文も細かく

ていねいに施している第E期と、器壁が第E期より薄く、器形の歪みが多くなり、高台が

断面三角形で細く、時文は細かく外商に少し暗文が施されている第亜期があるが、今回出

土した岡山南遺跡、土壌 (SK -68)内出土の瓦器椀(第7図-52)(図版17-52)は第臨期

のものである。

第百期は瓦器椀の終末期にあたり、高台の特徴が大きく変化するものである O すなわち、

貼付け高台カf粘土紐をすりつけ状にしたもので、やがて消滅する O 暗文は、内面に数条の

渦巻状のもので¥見込みについても簡単な渦巻状のものが多い。口径も小さく、 10cm以下

で器高指数30を測る。第百期の資料を出す場所は、忍ヶ丘駅前遺跡の枚方信用金庫忍ヶ

支1吉用地周辺から13点が出土している O

このように岡山南遺跡のある忍ヶ岡丘陵内には、瓦器椀の編年からみて第I期から第N期

の全期にわたり出土することが、これまでの調査で明らかになってきた。

第4に匹lfi傑畷に搬入された中国産の輸入陶磁器は、各時代の資料が出土している。

今回の調査地区内から出土したものについては、第4章出土遺物の中で述べたように、

構上面において白磁碗の破片が8点出土している。種類としでは、玉縁日縁をもっN類と

口縁部が外反し底部が細く高いV類が出土している O その他に、忍ヶ丘駅前遺跡から、白

磁碗2点と白磁血1点が出土しているが、白磁碗l土、今回の出土品と同型式の玉縁日縁を

もっ百 laと、白磁皿は平底の底部のIX-1類に属するものである。

又、土平井遺跡からは青磁皿と白磁碗、血が出土しているが、青磁皿は内面見込部に櫛状施

文具とヘラ状施文具の文様をもっ同安窯系1-2類のもので、白礎碗は玉縁日縁をもっN-l

aと口縁部を外反し、底部が細く高いV-3 aの2種類の椀と、白磁血は平底の底部で内面

見込部にヘラ状施文具による文様をもっ噛類に属するものが出土しており、南山下遺跡の

石組井戸内からは、 11点の白磁腕と青磁碗l点、瀬戸焼、常滑焼が一括出土してむり、白
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瀬戸焼最盛期の古窯跡の分布は瀬戸市全域にわたってむり、 がなされてい

磁腕は三五縁口縁をもっN-laと口縁部を外反するV-3 aである。

最後に中野遺跡、からは景徳鎮系の白磁合子が石組井戸内から出土している。

以上で囲候畷市内出土の中国産の輸入陶磁器をみたが、それらの土器によって13世紀から

14世紀の陶磁器を知る手掛りを得た。

第5に中世の主な窯業地は、瀬戸、常滑、信楽、備前、丹波、越前の六古窯が知られて

いるが、問焼畷及びその周辺地域から出土するものは、特に瀬戸焼、常滑焼、備前焼が圧倒

的に多く、常滑焼は坪井遺跡から検出した石組井戸で、常滑第I期の大壷の肩部を打ち割

り口縁部を井戸の井筒として使用されているのが最も古く、 12世紀のものと考えられる。

備前焼は13世紀位から、瀬戸焼は14世紀位からそれぞれ流入しはヒめている。

瀬戸焼は枚方信用金庫忍ヶ丘支庖建設に伴う調査でおろし皿1点が出土した。また岡山南

遺跡の忍ヶ丘ハイツ建設に伴う調査で、瀬戸焼水滴が出土しており、同形のものが、高槻市

岡本山古墓や、福井県一乗谷遺跡や生産地である瀬戸市内各古窯から出土してよく知られ

ている。

たと考えられる。これらの瀬戸焼、常滑焼、備前焼は陸路の運搬ではなく i毎運によって流

したものと思われ、距離的に近い信楽、丹波などからの流通が陸路であるため、生産地

との距離に比べて持ち込まれる量が多い理由であると思われる。

po 
ワ
u



第6章掲載遺物観察表

器種 器形 番号 法量 cm 形態の特徴 成形技法の特徴 {庸 考

黒 A 1 口径 14.3 0底部は平底、やや O口縁端部内、外面及 0胎土、精良
色
椀類 器高 5.1 外傾気味で、断面 び高台はヨコナデ。 白雲母含む。土

器 高台径 7.6 ゴ角形の高台を付 O外底面はナデ、内面 0焼成、良。

器高指数35 す。 は一定方向のへラミ 0色調、内面

o{:本部は内轡気味に ガキ。 黒色。

立上る。 of本部外面はヘラケズ 外面淡褐色。

O口縁部は外上方に リの後ヘラミガキ、 0底部外面に

立上り端部は丸く 内面は細かいヘラミ 高田宅の墨

おさめ、内面に 1 ガキ。 書銘。

条の沈線を巡らす。 0貼り付け高台。 o SE-01内出

士。

A 2 口径 14.6 0底部は平底、下外 O口縁端部内、外面及 0胎士、白雲
類

器高 5.5 方に開く断面三角 び高台はヨコナデ。 母含む。椀

高台径 8.0 形の高台を付す。 0外底面はナデ、内面 0焼成、良。

器高指数37 o{:本部は内轡気味に は一定方向のヘラミ 0色調、内面

立上る。 ガキ。 黒色。

O口縁部は外上方に 01;本部外面に細かいへ タト面日調色。

立上り、端部は丸 ラミガキ指圧痕が認 O底部外面に

くおさめ、内面に められる。 高田宅の墨

1条の沈線を巡ら 内面は細かいヘラミ 書銘。

す。 ガキ。 o SE-01内出

0貼り付け高台。 士。

A 3 口径 15.2 0底部は平底。やや O口縁端部内、外面及 O胎土、白色

椀類 器高 5.2 外傾気味で断面二 び高台はヨコナデ。 砂を多く含

高台径 8.0 角形の高台を付す。 O外底面はナデ、内面 む。

器高指数34 o{:本部は内轡気味に は一定方向のへラミ 0焼成、良。

立上る。 ガキ。 0色調、内面

O口縁部は外上方に 01本部外面へラケズリ 黒色。外面

立上り、端部は丸 の後へラミガキ O 淡赤褐色。

くおさめ、内面に 内面は細かいへラミ 0底部外面に

1条の沈線を巡ら ガキ。 福万(対宅の

す。 0貼り付け高台。 墨書銘後に

外面にも 1条の沈 ヘラ記号。

線を巡らす。 OSE-01内出

土。
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黒
色
土
器

A 4 口径 13.8 0底部は平底。やや O口縁端部内、外面及 。胎土、白色|
安貫

器高 外傾気味で断面三 び高台はヨコナデ。椀 5.0 砂、白色雲

高台径 7.6 角形の高台を付す。 0外底面はナデ、内面 母含む。

器高指数部 O{本部は内轡気味に は一定方向のヘラミ 。焼成、良。

立上る O ガキ。 0色調、内面

O口縁部は外上方に 。{本部外面へラケズリ 黒色。

立上り、端部は丸 の後ヘラミガキ。 外面赤褐色。

くおさめ内面に一 内面は細かいヘラミ o SE-01内出

条の沈線を巡らす。 ガキ。 土。

0貼り付け高台。

A 5 口径 14.0 0底部は平底。垂直 O口縁端部内、外面及 0胎士、精良。
要員

器高 5.2 に下る断面台形の び高台はヨコナデ。 黒雲母含む。椀

高台径 7.9 高台を付す。 0外底面はナデ、内面 0焼成、良。

器高指数37 01本部は内轡気味に は一定方向のへラミ 0色調、内面

立上る。 ガキのf麦ジグザグの 黒色。

O口縁部は外上方に ヘラミガキ。 外面?炎褐色。

立上り、端部は丸 01本部外面ヘラケズリ OSE-01内出

くおさめ、内面に 1dtヘラミガキ。 土。

l条の沈線を巡ら 内面は細かいヘラミ

す。 ガキ。

0貼り付け高台。

A 6 口径 13.6 0底部は平底。やや O口縁端部内、外面及 0胎土、白雲 1
重責

台旦旦p-←[F宮汀 5.0 外傾気味で断面台 び高台はヨコナデ。 母含む。椀

高台怪 8.6 形の高台を付す。 O外底面はナデ¥籾跡 。焼成、良。

器高指数36 O{本部は内轡気味に 2 f国百忍められる。 。色調、内面

立上る O 内面は一定方向のへ 黒色。

O口縁部は外上方に ラミガキ。 外面日計島色。

外簿しながら立上 01本部内面は細かいヘ OSE…01内出

り、端部は丸くあ ラミカ、、キ。 士。

さめ、内面に 1条 O貼り付け高台。

の沈線を巡らす。

A 7 口径 14.5 。底部は上げ底気味 O仁]縁端部内外及び高 。胎士、白色
実員

器高 5.4 の工f1.底。外傾気味 台はヨコナデ。 雲母含む。椀

高台径 8.2 で断面三角形の高 。底外面はナデ。内面 。焼成、良。

器高指数37 台を付す。 は一定方向のへラミ 。色調、内面

01本部は内管気味に ガキ。 黒色。

立上る。 。体部内面は細かいへ 外面赤褐色。

O口縁部は外上方に ラミガキ。 OSE山 01内出
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黒
色
土
器

A 7 立上り、端部は丸 0貼り付け高台。 土。
類
椀 くおさめる O

A 8 口径 15.4 。底部は平底。やや O口縁端部内、外面及 O胎士、細粒
委員

器高 5.7 外傾気味で断面コ び高台はヨコナデ。 砂を含む。椀

高台径 8.7 角形の高台を付七 0外底面はナデ、内面 0焼成、良。

器高指数37 0体部は内轡気味に は斜格子のへラミガ 0色調、内面

立上る O キ。 黒色。

O口縁部は外上方に of;本部外面中央に粘土 外面赤褐色。

立上り、端部は丸 接合痕が認められる。 OSE-Ol内出

くおさめ、内面に 内面は粗へラミガキ。 土。

1条の沈線を巡ら 0貼り付け高台。高台

す。 の一部にヘラキズが

明瞭に残っている。

A 9 口径 15.0 0底部は平底。垂直 O口縁端部内、外面及 0胎土、白色

椀類 器高 5.5 に下る断面三角形 び高台はヨコナデ。 砂含む。

高台径 8.1 の高台を付す。 0外底面はナデ、内面 0焼成、良。

器高指数36 o{本部は内轡気味に は事且ヘラミガキ。 0色調、内面

立上る。 Of;本部外面にヘラケズ 黒色。

O口縁部は外上方に リの後:、へラミガキ。 外面赤褐色。

立上り、端部は丸 内面はへラガキ1犬の o SE-Ol内出

くおさめ、内面には ミガキを付けている。 士。

沈線を巡らさない。 0貼り付け高台。

A 10 口径 16.9 0底部は極端な下げ O口縁端部内、外面及 0胎土、白色

類椀 器高 5.2 底。垂直に下る断 び高台はヨコナデ。 小石含む。

高台径11.0 面三角形の高台を 0外底面はナデ、内面 0焼成、やや

器高指数30 付す。 は組ヘラミガキ。 良。

o{本部はやや外轡気 内面底部は指庄によ 0色調、内面

味に立上る。 って、部分的に高台 黒色。

O口縁部は外上方に より、底部がはみだ 外面赤褐色。

立上り、端部は丸 す。 o SE-Ol内出

く肥厚しておわる。 内面はヘラミガキ。 土。

内面には沈線を巡 0貼り付け高台。

らさない。

A 11 口径 2l.2 0底部は丸昧をもっ O口縁部内、外面及び O胎土、白色
類

器高 14.8 下げ底。外下方に 高台はヨコナデ。 砂を含む。鉢

高台径10.5 開く断面台形の高 0底部外面ナデ、四本 0焼成、良。

器高指数70 台を付す。 のヘラキズがある O 0色調、内面

o{本部は下方で内轡 内面は一定方向のへ 黒色。
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A 11 気味に外上方へ立 ラミガキ O 外面、淡褐色。
類

上り、中程上より 01本部内面細かいへラ OSE-01内出鉢

内傾し「く」の字 ミガキ。 士。

形に外反させロ縁 0貼り付け高台。

部になる。

O口縁端部はやや丸

くおさめ、口手家端

部4ケ所(幅2.0

m 、長さ 3.9cm) 

に把厚している。

A 12 口径 12.8 0底部は丸味をもっ O口縁端部内、外面及 0胎土、白色

類椀 器高 5.4 下げ底。やや外下 び高台はヨコナデ。 砂含む。

高台径 8.0 方に開く断面三角 0外底面はナデ、内面 0焼成、やや

器高指数42 形の高台を付す。 は一定方向のへラミ 良。

0体部は内轡気味に ガキ。 0色調、内面

立上る。 0体部外面にへラケズ 黒色。

O口縁部は外上方に 外面、赤褐

立上り、端部は丸 内面は細かいヘラミ 色。

くおさめ、内面に ガキ。 OSE-01内出

1条の沈線を巡ら 0貼り付け高台。 土。

す。 底部が高台よりはみ

だす。

高台にヘラキズが認

められる。

A 13 口径 14.7 0底部は平底。垂直 O口縁端部内、外面及 0胎士、白雲
類

器高 5.1 に下る断面三角形 び高台はヨコナデ。 母含む。椀

高台径 8.7 の高台を付す。 0外底面はナデ、内面 0焼成、やや

器高指数34 0体部は内轡気味に はヘラミガキ。 良。

立上る。 0体部外面に指圧痕が 0色調、内面

O口縁部は外上方に 認められる。 黒色。

立上り、端部は丸 内面は細かいへラミ 外面、褐色。

くおさめ、内面に ガキ。 OSE回 01内出

1条の沈線を巡ら 0貼り付け高台。 士。

す。

A 14 口径 15.0 0底部は極端な下げ O口縁端部内、外面及 0胎土、白色
要貢

器高 4.9 底。垂直に下る断 び高台はヨコナデ。 砂含む。椀

高台径 9.0 面三角形の高台を 0外底面はナデ、内面 0焼成、やや

器高指数32 付す。 は一定方向のヘラミ 良。

黒
色
土
器
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黒
色
土
器

A 14 10体部は外上方に立 ガキ。
類
椀 上る O 01本部外面はヘラケズ 外面ともに

O口縁部は体部から リ、後:のヘラミガキ 赤褐色。

外上方に立上り、 は言忍められない。 o SE-01内出
そのまま端部にい 内面はヘラミガキが 士。

たる O 端部は丸く 一部に認められるが

むさめ、内面には 全体としでは不明で

沈線を巡らさない。 ある。

0貼り付け高台。

0内外面とも爆しがな

されていない。

A 15 口径 15.4 0底部は歪んだ平底。 O口縁端部内、外面及 0胎士、白色
実質

器高 5.3 垂震に下る断面二 び高台はヨコナデ。 砂含む。椀

高台径百.7 角形の高台を付す。 O外底面はナデ、内面 O焼成、やや

器高指数34 01本部は内管気味に は一定方向のヘラミ 良。

立上る。 ガキが一部に認めら 。色調、内面

O口縁部は外上方に れる。 黒色。

立上り、端部は丸 01本部外面に粘土接合 外面、褐色。

くおさめ、内面に 痕及び指圧痕が認め OSE司 01内出

l条の沈線を巡ら られる。 士。

す。 内面のヘラミガキは

不明瞭で、ある。

。貼り付け高台。

A 16 口f壬 14.3 0底部は平底。垂直 。口縁端部内、外面及 O胎土、白色
業買

旦1世豆田口1 5.0 に下る断面三角形 はヨコナテ、。 砂含む。椀

高台佳 8.0 の高台を付す。 。外底面はナデ、内面 0焼成、良。

器高指数35 01本部は内轡気味に 中央部は欠損してお 0色調、内面

立上る O り、ヘラミガキ不明。 黒色。

O口縁部は外上方に 。体部外面にへラケズ 外面、褐告。

立上り、端部は丸 、りの後ヘラミガキ。 o SE-01内出
くおさめ、内面に 内面はヘラミガキが 土。

1条の枕線を巡ら 認められるが、部分

す。 的に焦げ部が0.1cm 

の厚さで主主められる。

内面のヘラミガキは

焦げ部によって不明

瞭である。

0貼り付け高台。
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黒
色
土
器

A 17 口径 16.2 0底部は平底。垂直 O口縁端部内、外面及 0胎士、白色
類

器高 4.9 に下る断面三角形 び高台はヨコナデ。 砂含む。椀

高台径10.5 の高台を付す。 0外底面はナデ。 0焼成、やや

器高指数30 o{:本部は内轡気味に 0体部外面に幅1.7 cm 良。

立上るが、中央部 内外の指圧痕が多く 0色調、内面

で指圧による歪み 認められる。 黒色。

が認められる。 0貼り付け高台。 外面、褐色。

O口縁部は外上方に OSE-01内出

外反し、端部は丸 土。

くおさめ、内面には

沈線を巡らさない。

A 18 口径 14.6 0底部は丸昧をもっ O口縁端部内、外面及 0胎士、精良。

類椀 器高 5.2 下げ底。垂直に下 び高台はヨコナデ。 0焼成、良。

高台径 7.0 る断面台形の高台 0外底面はナデ、内面 0色調、内面

器高指数35 を付す。 は一定方向のへラミ 黒色。

o{:本部は内轡気味に ガキ。 外面、赤褐

立上る O o{:本部外面にヘラケズ 色。

O口縁部は外上方に リの後、へラミガキ。 OSE-01内出

立上り、端部は平 内面は細かいヘラミ 土。

面を成す。内面に ガキO

は1条の沈線状の 0貼り付け高台。

ものが認められる

が、他の一般の沈

線とは異ったもの

である。

A 19 口f壬 17.2 0底部は歪んだ平底。 O口縁部内、外面及び 0胎土、精良。

椀類 器高 5.7 垂直に下る断面台 高台はヨコナデ。 0焼成、良。

高台径 9.5 形の高台を付す。 0外底面はナデ、内面 0色調、内面

器高指数33 o{:本部は内轡気味に のヘラミガキ不明瞭。 黒色。

立上る。 0体部外面にヘラケズ 外面、淡褐

O口縁部は外上方に リの後へラミガキ。 色。

立上り、段を成す。 内面のへラミガキは OSE-01内出

端部は丸くおさめ 一部に認められるが 土。

る。内面に 1条の 全体としては不明瞭

沈線を巡らす。 である。

0貼り付け高台。

B 20 口径 13.9 0底部は平底。垂直 0外底面に一定方向の 0胎土、精良。
類

器高 に下る断面コ角形 細かいへラミガキ。 0焼成、良。椀 5.5 
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黒色
B 20 高台径 8.0 の高台を付す。 内面も一定方向のへ 0色調、内外
類

o{:本部は内轡気味に ラミカ、、キ。 面とも黒色。土 椀 器高指数39
器

立上る。 o{:本音防卜面lこヘラミガキ。 OSE-Ol内出

O口縁部は外上方に 内面は細かいへラミ 士。

立上り、端部は丸 ガキ。

くおさめる。 0貼り付け高台。

常議 皿 21 口f壬 12.0 0底部は平底。ほぼ O口縁部内、外面はロ O胎土、精良。
手自

器高 4.1 垂直に下る断面台 クロナデ。 0焼成、良、
器陶

高台窪 6.7 形の高台を付す。 O{本音Eタト面ロクロケズ 硬質。

器高指数34 底部に糸切り痕。 リ後ナデ。内面はロ 0色調、淡褐

O{:本部は内轡気味に クロナデ。 色。

立上る。 O外底面以外に緑軸。 0軸調、緑掲

O口縁部は体部から 色。

外上方に立上り、 OSE-Ol内出

口縁で外反する端 土。

部は丸くおさめる。

土 大 22 口径: 20.0 Oレンズ1犬のイ本部を O口縁部を 1段にヨコ O胎土、精良。
師 皿

器高 4.2 もち、口縁部を外 ナデ。 0焼成、やや器

反させ、端部を内 O{:本部外面に指オサエ。 良。

側に把厚させる。 O内面に不定方向のナ 0色調、淡褐

O器壁 3-5mm。 デ後ハケ。 色。

O口縁部内・

外面にスス

付着。

OSE-Ol内出

土。

23 口径 10.0 O口縁部をやや外反 O内底面一定方向のナ O 胎土、精良。
皿

器高 1.5 させながら、端部 0焼成、良。ア。

を内側に把厚させ O口縁部内、外面ヨコ 0色調、赤褐

る。ややシャープ ナデ。 色。

さがない。 0外底面指オサエ後ナ OSE-Ol内出

0器壁 2.5-3mm。 ア。 士。

24 口径 10.5 O口縁部を外反させ、 O内底面一定方向のナ O 胎土、精良。
皿

器高 1.7 端部を内側に把厚 ア。 0焼成、良。

させる。 O口縁部内、外面ヨコ O色調、褐色。

O器壁 3-4mm。 ナデ。 o SE-Ol内出

O口縁端部に油煤付 0外底面指オサエ後ナ 土。

着。 ア。
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土
師
器

25 口径 10.8 。口縁部をタト反させ、 。内底面 A定方向のナ 。胎土、精良。
皿

器高 端部を内開に把厚 0焼成、良。1.4 ア。

させる。 O口縁部内、外面ヨゴ 0色調町

O 器壁薄い。2~3mmo ナデ。 色。

c器高低く、扇平。 。外底面指オサエ後ナ o SE-Ol内出

アO 土。

26 日f呈 10.号 Oレンズ状の休部を 。口縁部内、外面ヨコ 。胎士、精良。
皿

器高 1.8 もち、口縁部を外 ナデ。 。焼成、良。

反させ、端部を内 0外底面指オサエ後ナ 。色調、褐色。

側に把厚させる。 ア。 OSE-Ol内庁l

ややシャープさが 士。

ない。

O器壁 2~4mmo

27 口筏 10.8 。口縁部を外反させ、 O[二I縁部内、外面ヨコ 。胎士、精良。
llll 

ロpロ 1.6 端部を内側今 ナデ。 。焼成、良。

させる。 。外底面指オサエ後ナ 。色調褐色oi

O器壁薄い。2.~3mmo プ。 o SE-Ol内出

ノj、 28 口径 10.8 。口縁部を外反させ、 O内底面一定方向のナ 。胎土、精良。
血

百ロロ否千問J 端部を内側に把厚 デ 1 0焼成、良:E~ I 1.7 

させる。 。口縁部内、外面ヨゴ O色調、赤褐

O 器壁薄い。2~4mm。 ーノトニノ戸o 色。

。外底面指オサエ後ナ OSE-Ol内出

デ。 指系文が明日京lこ 土。

められる。

29 口径 11.0 。尖がり気味の底部 。口忠察部内、外面ヨコ 。胎土、良。
皿

呈f豆rJr古.. ，] をもっ O 。焼成、良。1.5 ナデ。

。口縁部を外反させ、 0外底面指オサエ後ナ 。色調、時褐

端部を内側に把厚 ア。

させる。 o SE-Ol内出
O器壁薄いo2 ~4 

mm。

30 仁 11.0 O口縁部を外反させ、 O口縁部内、外面ヨゴ 。胎土、良。
盟

TロfJロ士IW] 端部を内側に把厚 。焼成、1.6 ナデ。

させる。 。外底面指オサエ後ナ 。色調、赤褐

O器壁 4mm。 ア。 色。

OSE-Ol内出

土。
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土
師
器

31 口径: 11.1 O 口出家音~を外反させ、 O内底面一定方向のナ O胎土、良。
皿

旦f>旦u"古I百'J 1.7 端部を内側に把厚 デ。ヘラキズが32!め 0焼成、良。

させる。 られる。 0色調、赤褐

。器壁やや厚く 3~ O口縁部内、外面ヨゴ 色。

4.5mmo ナデ。 OSE四01内出

0外底面指オサエ後ナ 土。

ア。

32 口f圭 10.8 O口縁部を外反させ、 O口縁部内、外面ヨゴ O胎士、精良。
皿

器高 1.5 端部を内{別に把厚 ナデ。 0焼成、良。

させる O 0外底面指オサエ後ナ 0色調、自褐

0器壁 3.5mm。 ア。 色。

。器高低く、扇平。 Of本部外面に籾跡が認 o SE-Ol内出

められる。 士。

33 口径 10.8 O口縁部を外反させ、 0口縁部内、外面ヨコ O胎士、精良。
皿

器高 1.8 端部を内側に把厚 ナデ。 0占尭成、 良。

させる。ややシャ 。外底面指オサエ後ナ 。色調、白褐

ープさがない。 ア。 色。

O器壁 4mmo O口縁部内・

外面の一部、

赤褐色。

OSE山01内出

土。

34 fJy! 11.2 Oレンズ状の{本部を O口縁部内、外面ヨコ O胎士、精良。
皿

器高 1.7 もち、口縁部をや ナデ。 0焼成、良。

や外反させ、端部 。外底面指オサエ後ナ O色調、褐色。

を内側に把!享させ アO OSEサl内出

る。シャーフ。さカf 士。

ない。

O器壁 4mm。

35 口f圭 1l.0 O[]車恭一吉11を外反させ、 0口縁部内、外面ヨコ Oij台士、 良oI 
血

器高 1.5 端部を内側に把厚 ナデ。 0焼成、良。

させる。 O外!底面指オサエ後ナ 0色調、赤褐

O器壁薄い。 2~3 ア。 色。

mmo o SE-Ol内出
O口縁端部に油煤付

着。

36 口i! 11.2 O口縁部を外反させ、 O内窟面不定形方向の O胎士、精良。
皿ム

器高 1.7 端部を内側に把厚 ナデ。 0焼成、良。
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土 36 させる。 O口縁部内、外国ヨコ 0色調、 日計局
自市 皿

0器壁 3mm。 色。器 ナデ。

。外底面指オサエ後ナ OSE-Ol内出

ア。 土。

37 口径 11.2 O口縁部を外反させ O口縁部内、外面ヨコ 0胎士、良。
皿

器高 1.6 ながら端部に至る。 ナデ。 0焼成、良。

端部を内側に把握 O外底面指オサエ後ナ 。色調、褐色。

させる。 ア。 OSE-Ol内出

O器壁 3mm。 土。

38 口f壬 11.5 Oレンズ状の体部を O口縁部内、外面ヨコ 0胎土、良。
皿

器高 1.2 もち、口縁部を外 ナデ。 。焼成、良。

反させ、端部を内 0外底面指オサエ後ナ 。色調、暗褐

側に把厚させる。 ア。 色。

O器壁薄い。 1~2 OSE-Ol内出

mm。 土。

O器高低く、扇平。

39 口径 11.8 O口縁部を外反させ、 O内底面不定形方向の 0胎土、精良。
皿

器高 端部を内側に把厚 ナデ。 C焼成、良。1.7 

させる O ややシャ O日縁部内、外面ヨゴ 。色調、赤褐

ーフ。で、ない。 ナデ。 色。

0器壁 2.5~4mm。 。外底面指オサエ後ナ OSE-Ol内出

ア。 土。

40 口f壬 11.4 Oレンズ状のf本部を O口縁部内、外面ヨコ 。胎土、良。
皿

器高 もち、口縁部を外 ナデ。 。焼成、良。1.4 

反させ、端部を内 。外底面指オサエ後ナ 。色調、赤褐色。

側に把厚させる。 ア。 o SE-Ol内出
O器壁 2~3mmo 土。

41 口径 12.0 O日縁部を外反させ、 O口縁部内、外面ヨゴ 0胎士、良。
皿

苦ロロ否ー両ム 1.6 端部を内側に把厚 。焼成、良。ナデ。

させる O ややシャ O外底面指オサエ後ナ 0色調、赤褐色。

ーフじで、な1，)0 ア。 OSE-Ol内出

O器壁 2~3mm。 士。

中 42 口f壬 14.5 O口縁部を外反させ、 O内底面 a定方向のナ 0胎士、精良。
皿

器高 2.0 端部を内側に把厚 。焼成、良。ア。

させる。 O口縁部内、外面ヨコ 。色調、赤褐

O器壁薄1，'0 3 ~4 ナテ。 色。

mmo 。外底面指オサエ後ナ o SE-Ol内出
ア。 士。
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木
瓶釣
43 口径 18.5 O丸木の両端を鋸で、 0材質はクスノキ。 OSE-Ol内出

製
器高 16.0 輪切りし、内面を O方形孔の摩滅からみ 土。仁1

口口

最大径19.9 制り抜いて鉢状に て細紐を使用されて

厚1.3~ 1. 4 したものである。 いたと考えられる O

0胴部最大窪は、原

材の径に近いもの

と推定される。

O表面は極めて平滑

で、幅 1cm内外の

ノミ状工具による

整形をしている。

内面は幅3cmのノ

ミ状工具で上部は

横方向に、中位か

ら底にかけて縦方

向に削る。

O口縁部下2cmに幅
，が

1.4cm、高さ1.2cmと

幅1.2、高さ1.4cmの

方形孔2個を穿つO

2頁 IE詰 44 脚底径 8.9 。中不部は欠損のため Oマキアゲ、 ミズピキ 。胎土、密0.1
恵 杯

脚部高 4.5 不明。 成形。 ~3mmの白
舌E子

。脚部はゆるやかに 。干不・脚部ハリツケに 色砂含む。

裾部に至り、端部 よる。 。焼成、良好、

は丸くおさめる。 O回転ナデ調整。 竪織。

Oスカシ窓を穿って 。色調、灰色。

いない。 OSE目的内出

土。

石 45 長さ 8.9 。片刃。身幅の狭い o SE-Ol内出
舌口百口 庖

申話 3.7 タイフ。。 土。丁

!字さ 0.9 。刃部稜明確。

統孔間距離 O刃先には刃潰れ痕
3.0 
がある。

重量 49.9g
OA面両孔に紐擦れ

痕がある。

0背部に研磨痕があ

る。

0石材は緑泥片岩。
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瓦 血 46 口径 宮.1 0底部は平底。 0見込みは細いジグザ 0胎士、良。
器

器高 1.7 O{.本部は内轡気味に グの平行線暗文を施 0焼成、良。

外上方に立上り、 す。 。告調、灰色。

口縁部 lこ続く。 O口縁部外面ヨコナデ。 OE-019淡褐

O口縁端部はやや尖 Oその他は指オサエ。 色砂質土層

り気味におさめる。 出土。

血 47 口径 8.8 。底部はやや平底。 O見込みは粗いジグザ 0胎士、良。

器高 1.7 O{.本部は内管気味に グの平行線暗文を施 0焼成、やや

外上方に立上り、 す。 良。

口縁部に続く。 O口縁部外面ヨコナデh 0色調、白灰

O口縁端部はやや尖 Oその他は指オサエ。 色。

り気味におさめる。 OEサ19淡褐

色砂質土層

出土。

土 48 口径 8.1 O平底気味の底部に、 O口幸柔吉flを内傾山こ折り 。胎土、良。
師 皿

器高 内轡気味に外上方 曲げヨコナデを方告す。 0焼成、良。器 1.1 

に立上り。 O内底面ナデ。 。色調、赤褐

O口縁端部は丸くわ 色。

さめる O OSK山 68

。器壁 4mm。 土壌内出土c

4号 口径 8.3 Oやや上げ底気味の 0口縁部を内側に折り 0飴士、良。
血

器高 1.1 底部から内管気味 曲げヨコナデを方包す。 O焼成、やや

に外上方に立上り。 O内底面ナデ。 良。

。口市議端部は丸くお O色調、

さめる O OE-Ol宮淡;字詰

O器壁 4~5rnrn。 色砂質土層

出土。

50 口径 8.3 Oやや上げ底気味の O日中象部を内傾IJに折り 0胎士、
皿

器高 1.4 底部から内轡気味 曲げヨコナデを施す。 。焼成、良。

に外上方に立上り。 O内底面ナデ。 。色調、赤褐

O口縁端部は丸くわ 色。

さめる O OE-019淡褐

O器壁 4~5rnrn。 色砂質土層

出土。

京示 血 51 現存高1.9 。底部は平底。ほぼ 。底部内、外面すべて O胎士、精良。
手出

高台径 7.2 垂直に下る断面台 に緑軸。 0焼成、良、開
器 形の高台を付す。 やや硬質。
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京柔 皿 51 0色調、淡褐
手出
F旬 色。
器

0紬調、;農緑

褐色。

OPit No.17 

出土。

瓦 椀 52 口f壬 13.1 0底部は平底、内傾 O内面はヨコナデの後 0胎土、良。
器

器高 4.6 する断面ゴ角形の 京旦いヘラミガキによ 0焼成、やや

高台窪 4.1 高台を付す。 る日音文を施す。 良。

器高指数35 01本部は内轡しなが O口縁部外面はヨゴナ 0色調、灰色。

ら外上方に立上る。 ア O OSK-68 

O口縁部はやや外反 01本部外面は指オサエ 土壌内出土。

しながら立上り、 のあとへラミガキに

端部を丸くおさめ よる暗文を五方向に

る。 方4Eしている。

O口縁部直下にヨゴ

ナデによる段を作

る。

2頁 53 口径 7.2 O口縁部は上外方に Oマキアゲ、 ミズピキ 0胎士、密0.1
恵、

器高 10.9 のび、口頭部で2 成形。 ~2mmの白百苫

基部径 4.2 本の凸帯をめぐる。 01本部外面うも回転ヘラ 色砂含む。

腕部径11.2 口縁端部は丸く鋭 ケズリ調整。 0焼成、良好、

口縁部高 くおさめる O 口頭 他は田車iiナデ。 堅織。
3.7 
部の2条凸帯問に 0色調、 H音灰

胴部高 7.2
6本1条の波状文 色。

からなる文様帯を OPit No.l50 

施す O 出土。

0肩部は内轡気味に

下外方に下る O

01本部最大径を{本部

中位にもち、底部

は丸くわさめる。

体部中位に2条の

凸帯がめぐり、 2条

の凸帯聞に5本1条

の波状文を施す。

01本位中位lこl.lXl.l

cmの円孔を穿つ。
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土 警 54 口f圭 11.8 O口縁部は基部でゆ O口縁部内、外の表面 0胎士、白色
師

器高 11.5 るやかに外轡し外 が磨滅して1とりハケ 小石を多く器

胴径 12.2 上方に立上る。 整形は不明。 含む。

口市桑部高 口縁端部は丸くお 0>>同部に5.5X4.5cmの 0焼成、やや
2.3 
さめる。 黒斑が認められる。 良。

胴部高 9.2
0胴部は最大径を中 0色調、赤褐

位に位置する球形 色。

で丸底を呈する。 OPit 183 

出土。

韓 平 55 口径 8.6 O口縁部は基部で外 O口縁部内、外面にナ 0胎士、白色

系式
底

器高 7.2 反する「く」の字 デによる調整。 砂を多く含鉢
土 鵬径 9.1 形口縁をもっ O 口 む。
器

縁端部は尖り気味 0焼成、やや

におさめる。 良。

。底部は平底。 。色調、淡褐

OH同音Eはやや5長る深 色。

鉢で器高に比べ口 OPit No.156 

佳が大きい O 出土。

平 56 口径 13.6 O口縁部は基部で外 O口縁部内、外語はナ 0胎士、良。
底

器高 12.0 反する「く」の字 デ調整。 0焼成、やや鉢

胴径 13.8 形口縁をもっ O 口 01本部外面に平行タタ 良。

縁端部は丸くおさ キを施している。 0色調、淡褐

める O 色。

0底部は平底。 OPit No.156 

0胴部はやや張る深 出土。

鉢で器高に比べ口

窪が大きい。

土 宜E 57 現存品12.6 。胴部は最大径を中 0胴部外面に不定方向 。胎士、良。
師

胴径 15.3 位に有する丸底の のハケ目謂整。 0焼成、やや器

球形。 O内面はナデ調整。 良。

0胴部内面に粘土紐 0色調、赤褐

接合痕が残る。 色。

OPit No.143 

出土。
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